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登場人物紹介

【日本】
●陸上自衛隊
《特殊部隊サイレント・コア》
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　陸将補。北米派遣統合司令官。コードネーム：デナリ。
〈原田小隊〉
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　三佐。海自生徒隊卒、空自救難隊出身。コードネーム：ハ
ンター。

待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
〈姜小隊〉
姜
かん

彩
あや

夏
か

　二佐。元韓国陸軍参謀本部作戦二課所属。コードネーム：ブ
ラックバーン。

漆
うるし

原
ばら

武
たけ

富
とみ

　曹長。小隊ナンバー２。コードネーム：バレル。
福
ふく

留
とめ

弾
だん

　一曹。分隊長。コードネーム：チェスト。
井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。姜小隊のＩＴエンジニア。コードネーム：リベット。
水
みず

野
の

智
とも

雄
お

　一曹。分隊長コードネーム：フィッシュ。
《水陸機動団》
司
し

馬
ば

光
ひかる

　一佐。アダック島派遣部隊司令官。水機団格闘技教官。
〈第３水陸機動連隊〉
後
ご

藤
とう

正
まさ

典
のり

　一佐。連隊長。
権
ごん

田
だ

洋
よう

二
じ

　二佐。副隊長。
鮫
さめ

島
じま

拓
たく

郎
ろう

　二佐。隊長。
榊
さかき

真
しん

之
の

介
すけ

　一尉。第２小隊長。
工
く

藤
どう

真
しん

造
ぞう

　曹長。小隊ナンバー２。

居
い

村
むら

真
しん

之
の

輔
すけ

　陸将。防衛装備庁・長官官房装備官。

●在シアトル日本総領事館
土
ど

門
もん

恵
え

理
り

子
こ

　二等書記官。



●ロスアンゼルス総領事館
藤
ふじ

原
わら

兼
かね

人
と

　一等書記官。

【アメリカ】
●エネルギー省
Ｍ・Ａ（ミライ・アヤセ）　通称・魔

ソーサラー

術師〝ヴァイオレット〞。Ｑクリ
アランスの持ち主。

レベッカ・カーソン　海軍少佐。Ｍ・Ａの秘書。
サイモン・ディアス　博士。エネルギー省技術主任。

●国
Ｎ Ｓ Ａ

家安全保障局
エドガー・アリムラ　陸軍大将。ＮＳＡ長官。

●陸軍
〈第160特殊作戦航空連隊〉〝ナイト・ストーカーズ〞
ディクソン・ソプラノ　陸軍大佐。第４大隊長。
メイソン・バーデン　中佐。シェミア分遣隊隊長。
ゲーリー・アトキンス　中佐。第４大隊デルタ中隊。
ベラ・ウエスト　中尉。副操縦士。
〈第189歩兵旅団第358連隊〉
サム・クルーソー　陸軍大佐。連隊長。
・第２大隊（機甲）
ソフィア・Ｒ・オキーフ　陸軍少佐。作戦参謀。
・ミルバーン隊
アイザック・ミルバーン　元陸軍中佐。警備会社の顧問。かつてデル
タ・フォースの一個中隊を率いていた。

〝ムース〞　狙撃手。
〝タイガー〞　分隊支援火器＆ドローン担当。

●海軍
・ネイビー・シールズ・チーム７
イーライ・ハント　海軍中尉。
マシュー・ライス　上等兵曹（軍曹）。狙撃手。



●空軍
テリー・バスケス　空軍中佐。終

ド ゥ ー ム ズ デ イ・プ レ ー ン

末の日の指揮機〝イカロス〞指揮官。
スペンサー・キム　中佐。ＮＳＡきってのスーパー・ハッカー。

●ルイス・マッコード統合基地
ミッチ・ロバートソン　最上級先任曹長（ＳＭＡ）。
ノーマ・ブラウニング　中将。軍団長。

●ワシントン州陸軍州兵
カルロス・コスポーザ　陸軍予備役少佐。

●ＦＢＩ
ニック・ジャレット　捜査官。行動分析課のベテラン・プロファイラ
ー。

ルーシー・チャン　捜査官。行動分析課の新米プロファイラー。
ロン・ノックス　捜査官。サルベージ班。

●郡警察（テキサス州ノーラン郡）
ヘンリー・アライ　巡査部長。陸軍に二期在籍したマークスマン。
トシロー・アライ　元警部。ヘンリーの父親。
オリバー・ハッカネン　検死医。

●ロス市警
カミーラ・オリバレス　巡査長。

●ヴィレッジ
タッカー・トリーノ　ドローン・クラブ〝チェイサー〞の部長。
ベッキー・スワンソン　タッカーの幼なじみで、〝チェイサー〞のメ
ンバー。

●〝ナインティ・ナイン〞＝〝セル〞
フレッド・マイヤーズ　教授。通称〝ミスター・バトラー〞。
トーマス・マッケンジー　陸軍大佐。通称〝剣

グラディエーター

闘士〞トム。



アラン・ソンダイク　少佐。
レニー・ギルバート　曹長。
ジュリエット・モーガン　動画配信ストリーマー。通称〝スキニー・
スポッター〞。

●アメリカ空軍士官学校
島
しま

谷
がや

利
り

香
か

　アメリカ空軍士官学校４年生。防大から留学。
ミハイル・ニジンスキー　少尉。ウクライナ国防大学校からの留学生。

●その他
西
にし

山
やま

穣
じょう

一
いち

　ジョーイ・西山。スウィートウォーターでスシ・レスト
ランを経営。

ソユン・キム　穣一の妻。
田
た

代
しろ

哲
てつ

也
や

　西山の会社員時代の後輩。

【イギリス】
●空軍
《第１戦闘グループ第２飛行隊〝シャイニー・ツー〞》
ピーター・フォレスト　空軍中佐。隊長。

【ロシア】
●民間軍事会社〝ヴォストーク〞
ゲンナジー・キリレンコ　陸軍大尉。
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イ
ギ
リ
ス
空
軍
第
１
戦
闘
グ
ル
ー
プ
第
２
飛
行
隊
〝
シ

ャ
イ
ニ
ー
・
ツ
ー
〞、
輝
く
第
２
飛
行
隊
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
を
持
つ
部
隊
は
、
北
海
に
面
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地

方
の
ロ
ジ
ー
マ
ス
空
軍
基
地
に
拠
点
を
置
く
。

　

北
海
に
面
し
た
こ
の
基
地
は
、
敷
地
を
一
歩
出
る
と
、

長の
ど
か閑

な
田
園
地
帯
に
囲
ま
れ
る
。
人
口
は
僅
か
に
七
千
人
。

そ
れ
で
も
軍
事
基
地
が
あ
る
せ
い
で
、
こ
の
辺
り
で
は
ま

だ
大
き
な
町
と
言
え
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
本
土
の
メ
ジ
ャ
ー
基
地
と
し
て
は
、
最
果
て

の
基
地
と
言
っ
て
も
よ
い
。
だ
が
こ
こ
は
、
新
冷
戦
の
最

前
線
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻
し
た
今
と

な
っ
て
は
、
北
海
監
視
の
重
要
拠
点
と
し
て
再
整
備
も
進

ん
で
い
た
。

　

最
近
、
部
隊
は
遠
く
極
東
の
同
志
国
へ
の
遠
征
を
行
っ

た
ば
か
り
だ
。
そ
し
て
、
基
地
に
は
関
係
無
い
が
、
ほ
ん

の
七
〇
キ
ロ
西
に
、
ネ
ス
湖
と
い
う
観
光
地
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
は
辺
境
基
地
だ
。

　

ユ
ー
ロ
・
フ
ァ
イ
タ
ー
〝
タ
イ
フ
ー
ン
〞
戦
闘
機
を
駆

り
、
そ
の
第
２
飛
行
隊
を
率
い
る
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ォ
レ
ス

ト
空
軍
中
佐
は
、
ア
メ
リ
カ
北
東
部
の
州
、
メ
イ
ン
州
上

空
を
飛
び
な
が
ら
、
眼
下
を
見
下
ろ
し
て
い
た
。

　

延
々
と
緑
が
続
く
。
暗
視
装
置
で
見
下
ろ
し
て
い
る
の

で
、
緑
色
に
は
見
え
な
い
が
、
ど
こ
と
な
く
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
地
方
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。
周
囲
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は
暗
闇
だ
が
、
さ
し
て
危
険
は
な
い
の
で
、
レ
ー
ダ
ー
の

火
は
入
っ
て
い
る
。

　

メ
イ
ン
州
の
バ
ン
ゴ
ー
空
軍
基
地
を
離
陸
す
る
寸
前
、

合
衆
国
大
統
領
が
こ
の
混
乱
の
責
任
を
取
っ
て
辞
任
す
る

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
州
空
軍
の
基
地

で
あ
る
こ
こ
も
、
少
し
緊
張
し
て
い
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
空
軍
は
、
大
混
乱
に
陥
っ
た
ア
メ
リ
カ
を
支

援
す
る
目
的
で
、
空
軍
戦
力
の
多
く
を
、
今
こ
の
東
海
岸

に
展
開
し
て
い
た
。

　

フ
ォ
レ
ス
ト
中
佐
の
部
隊
も
、
そ
う
い
う
目
的
の
も
と

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
大
陸
の
西
岸
で
は
、
ロ
シ
ア
や
中

国
軍
が
、
自
衛
隊
や
韓
国
軍
部
隊
と
そ
れ
な
り
の
交
戦
状

況
に
陥
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
軍
は
、
イ
ギ

リ
ス
を
抜
い
て
こ
こ
ま
で
達
す
る
よ
う
な
能
力
は
持
っ
て

い
な
い
。
長
距
離
偵
察
機
の
類
い
を
飛
ば
す
程
度
だ
。

　

さ
し
て
仕
事
は
な
か
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
、
要
人
輸
送
機

の
護
衛
任
務
く
ら
い
だ
。
西
海
岸
で
は
、
ミ
サ
イ
ル
や
誘

導
爆
弾
が
飛
び
交
っ
て
い
る
と
い
う
話
だ
っ
た
が
、
こ
ち

ら
は
平
和
そ
の
も
の
だ
。

　

た
だ
し
、
今
日
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
専
用
機
が
謎
の

攻
撃
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
緊
張
し
て
い
た
。

護
衛
も
、
従
来
の
二
機
編
隊
か
ら
四
機
編
隊
に
増
や
し
て

い
た
。

　

こ
と
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
や
早

期
警
戒
機
を
護
衛
に
付
け
て
も
不
思
議
は
無
か
っ
た
が
、

密
か
に
や
り
た
い
の
だ
ろ
う
。

　

暗
視
装
置
に
ひ
と
き
わ
大
き
く
と
い
う
か
、
白
く
輝
い

て
い
る
の
は
、
双
発
旅
客
機
の
エ
ン
ジ
ン
だ
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
滅
多
に
見
な
い
ボ
ー
イ
ン
グ
757
型
旅
客

機
だ
っ
た
。
昼
間
な
ら
そ
の
白
く
塗
ら
れ
た
優
美
な
機
体

を
拝
む
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
副
大
統
領
専
用
機
と
し

て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
大
統
領
専
用
機
の
機
内
で
宣
誓
し
た
大
統
領

が
一
人
だ
け
い
た
こ
と
を
、
フ
ォ
レ
ス
ト
は
歴
史
の
授
業
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で
習
っ
た
記
憶
が
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
副
大
統
領
だ
。

　

ダ
ラ
ス
の
飛
行
場
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
死
亡
が
確
認
さ
れ

た
そ
の
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
機
内
で
あ
た
ふ
た
と
宣
誓
の

儀
を
済
ま
せ
、
機
体
は
そ
の
瞬
間
か
ら
〝
エ
ア
・
フ
ォ
ー

ス
・
ワ
ン
〞
の
コ
ー
ル
・
サ
イ
ン
が
与
え
ら
れ
て
、
首
都

ワ
シ
ン
ト
ン
へ
と
戻
っ
た
。

　

今
頃
、
機
内
で
は
、
副
大
統
領
の
宣
誓
式
が
行
わ
れ
て

い
る
は
ず
だ
っ
た
。
代
々
、
家
に
伝
わ
る
ボ
ロ
ボ
ロ
の
聖

書
に
手
を
置
い
て
宣
誓
す
る
。
誰
か
、
連
邦
判
事
の
一
人

で
も
乗
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
か
…
…
。

　

そ
の
宣
誓
式
が
終
わ
っ
た
ら
、
こ
の
エ
ア・
フ
ォ
ー
ス・

ツ
ー
は
、
エ
ア
・
フ
ォ
ー
ス
・
ワ
ン
へ
と
コ
ー
ル
サ
イ
ン

が
変
わ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
で
、
宣
誓
式
が
終
わ
っ
た
こ
と
、

世
界
最
強
の
国
に
、
新
大
統
領
が
誕
生
し
た
こ
と
が
解
る
。

　

そ
れ
を
見
守
る
空
に
、
米
空
軍
の
戦
闘
機
が
一
機
も
飛

ん
で
い
な
い
の
は
皮
肉
だ
っ
た
。
全
米
中
の
米
軍
基
地
で
、

共
和
党
対
民
主
党
の
対
立
が
発
生
し
て
い
た
。

　

一
部
の
陸
軍
部
隊
は
、
軍
の
指
揮
下
を
離
脱
し
て
行
動

し
て
い
る
と
い
う
話
だ
っ
た
。
彼
ら
が
い
た
バ
ン
ゴ
ー
空

軍
基
地
は
、
州
空
軍
が
使
う
後
方
支
援
基
地
だ
が
、
そ
こ

で
す
ら
、
決
起
を
呼
び
か
け
る
檄
文
が
出
回
っ
て
い
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
現
政
権
、
つ
ま
り
民
主
党
政
権
を

支
持
し
、
支
援
す
る
と
い
う
立
場
を
明
確
に
し
て
い
た
が
、

旗
色
が
共
和
党
へ
と
靡な

び

い
た
ら
、
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。
共
和
党
が
担
ぐ
誰
か
を
、
合
衆
国
の
正
統
な
大

統
領
と
し
て
認
め
る
し
か
な
く
な
る
の
だ
。

　

突
然
、
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
響
き
、
正
面
の
ワ
イ
ド
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
、
レ
ー
ダ
ー
警
報
が
出
た
。
友
軍
の
レ
ー
ダ

ー
。
そ
れ
も
、
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｍ
空
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
も
の

だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
専
用
機
が
、
友
軍
機
に
よ
る
攻
撃
を

受
け
た
と
い
う
こ
と
で
、
友
軍
の
周
波
数
に
も
網
を
掛
け

て
い
た
。

　

そ
の
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｍ
は
突
然
現
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
回
避

す
る
時
間
は
無
か
っ
た
。
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
照
準
を
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付
け
て
き
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
発
射
母
機

は
ど
こ
だ
？ 

自
分
の
機
体
は
エ
ア
・
フ
ォ
ー
ス
・
ツ
ー

の
や
や
後
方
だ
が
、
前
方
に
一
機
、
遥
か
後
方
に
二
機
の

タ
イ
フ
ー
ン
戦
闘
機
が
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
護
衛
を
躱か

わ

し
て
副
大
統
領
専
用
機
に
接
近
す

る
の
は
不
可
能
だ
。
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
…
…
。

　

為
す
術
は
無
か
っ
た
。
電
子
妨
害
を
掛
け
る
に
は
遅
す

ぎ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ａ
Ｍ
は
、
か
な
り
上
空
か
ら
突
っ
込
ん

で
く
る
。

　

エ
ア
・
フ
ォ
ー
ス
・
ツ
ー
が
チ
ャ
フ
・
フ
レ
ア
を
発
射

し
て
回
避
行
動
に
移
る
の
が
見
え
た
が
、
機
体
が
あ
ま
り

に
も
大
き
過
ぎ
る
。

　

ミ
サ
イ
ル
は
、
一
発
が
左
主
翼
の
付
け
根
付
近
に
命
中

し
て
爆
発
し
た
。
も
う
一
発
は
、
右
水
平
尾
翼
に
。
主
翼

も
尾
翼
も
煙
を
噴
い
た
だ
け
で
し
ば
ら
く
持
っ
た
が
、
操

縦
系
統
が
殺
ら
れ
た
ら
し
く
、
徐
々
に
左
旋
回
へ
と
入
っ

た
。

　

そ
れ
で
も
し
ば
ら
く
は
飛
び
続
け
た
が
、
ゆ
っ
く
り
と

錐き
り

揉も

み
姿
勢
に
入
っ
た
。
フ
ラ
ッ
ト
・
ス
ピ
ン
で
墜
ち
て

い
く
。
フ
ォ
レ
ス
ト
中
佐
は
、
機
体
を
横
倒
し
に
し
て
そ

れ
を
追
い
掛
け
た
が
、
高
度
を
ほ
ん
の
五
〇
〇
〇
フ
ィ
ー

ト
落
と
し
た
所
で
、
ボ
ー
イ
ン
グ
機
は
空
中
分
解
し
た
。

機
体
か
ら
噴
出
し
た
油
に
火
が
点つ

き
、
一
瞬
だ
け
光
球
が

出
現
し
た
が
、
誰
か
が
そ
こ
か
ら
脱
出
し
た
よ
う
に
は
見

え
な
か
っ
た
。

　

エ
ア
・
フ
ォ
ー
ス
・
ワ
ン
の
コ
ー
ル
サ
イ
ン
の
宣
言
は

無
か
っ
た
。
で
は
、
い
っ
た
い
今
、
誰
が
合
衆
国
大
統
領

な
の
だ
ろ
う
？ 

と
フ
ォ
レ
ス
ト
中
佐
は
不
思
議
に
思
っ

た
。

　

そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
知
ら
な
い
未
知
の
戦
闘
機
が
飛

ん
で
い
る
と
い
う
事
実
を
重
く
受
け
止
め
る
し
か
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
有
人
な
の
か
、
無
人
機
な
の
か
す
ら
わ
か
ら

な
い
の
だ
。

　

フ
ォ
レ
ス
ト
中
佐
は
、
あ
の
機
体
に
は
何
人
乗
っ
て
い
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た
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
恐
ら
く
最
低
で
も
三
〇
か
ら

四
〇
名
の
軍
、
政
府
関
係
者
が
乗
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
中

佐
は
、
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
、
編
隊
に
帰
投
を

命
じ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
暗
黒
の
夜
を
迎
え
て
い
た
。
大
統
領
選

の
結
果
を
巡
る
各
州
大
陪
審
の
結
果
に
端
を
発
し
た
全
国

の
暴
動
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
国
を
引
き
裂
い
た
。
テ
キ

サ
ス
州
を
除
き
全
土
が
停
電
し
て
い
た
が
、
暴
動
十
日
目

に
入
り
、
遂
に
テ
キ
サ
ス
の
電
気
も
落
ち
た
。

　

太
平
洋
で
は
、
ア
ラ
ス
カ
奪
還
を
叫
ぶ
ロ
シ
ア
が
、
ア

リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
ア
ダ
ッ
ク
島
に
空
挺
部
隊
を
降
下

さ
せ
、
そ
れ
に
中
国
も
付
き
合
っ
て
犠
牲
者
の
山
を
築
い

て
い
た
が
、
一
つ
ず
つ
ハ
ー
ド
ル
を
突
破
し
、
最
後
に
は

戦
闘
機
か
ら
誘
導
爆
弾
を
投
じ
た
自
衛
隊
に
よ
っ
て
、
辛

う
じ
て
そ
の
野
望
は
阻
止
さ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
出
動
を
禁
じ
ら
れ
た
軍
内
部
の
対
立
も
頂
点
に

達
し
、
一
部
の
部
隊
は
、
基
地
を
出
て
自
ら
が
味
方
す
る

勢
力
へ
の
加
勢
に
転
じ
て
い
た
。

　

民
主
党
大
統
領
は
、
こ
の
十
日
間
と
い
う
も
の
、
催
涙

ガ
ス
に
覆
わ
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、

地
下
軍
事
司
令
部
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
、
辞
任

を
発
表
し
て
い
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
後
任
の
決
定
に
は
ま
だ
ま
だ
紆
余
曲
折

が
あ
り
そ
う
だ
っ
た
。
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第
一
章　

フ
ッ
ト
サ
ル

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
で
七
人
し
か
い
な
い
Ｑ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

を
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
高
官
、
Ｍ
・
Ａ
こ
と
ミ
ラ
イ
・
ア

ヤ
セ
を
乗
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
専
用
機
、
終ド

ゥ
ー
ム
ズ
デ
イ
・

末
の
日
の

指プ
レ
ー
ン

揮
機
〝
イ
カ
ロ
ス
〞
は
、
テ
キ
サ
ス
州
を
目
指
し
て
飛

ん
で
い
た
。

　

護
衛
戦
闘
機
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
ス
テ
ル
ス
戦

闘
機
、
Ｆ
‐
35
Ａ
型
戦
闘
機
四
機
が
ぴ
た
り
と
付
い
て
い

る
。
慎
重
に
、
時
間
を
掛
け
て
選
抜
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
乗
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
時
々
空
中
給
油
機
と
ラ
ン
デ

ブ
ー
す
る
。

　

彼
女
が
乗
る
そ
の
ボ
ー
イ
ン
グ
767
型
旅
客
機
は
、
い
か

な
る
電
波
も
発
せ
ず
、
米
軍
の
い
か
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

上
に
も
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
狙
わ
れ
た
。
敵

は
ミ
サ
イ
ル
を
撃
っ
て
き
た
。

　

幸
い
、
装
備
し
た
レ
ー
ザ
ー
兵
器
で
叩
き
墜
し
た
が
、

危
う
い
所
だ
っ
た
。

　

キ
ャ
ビ
ン
前
方
に
特
別
に
設
置
さ
れ
た
静
音
ル
ー
ム
で

は
、
車
椅
子
に
乗
る
Ｍ
・
Ａ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
技
術
主

任
の
サ
イ
モ
ン
・
デ
ィ
ア
ス
博
士
の
説
明
を
聞
い
て
い
た
。

「
テ
キ
サ
ス
っ
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
盛
ん
な
所
よ

ね
？
」

「
そ
う
だ
。
石
油
で
儲
け
た
お
金
を
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

投
資
し
て
い
る
。
太
陽
光
や
風
力
に
。
あ
そ
こ
は
土
地
が

広
い
か
ら
、
風
力
が
盛
ん
だ
よ
ね
。
と
は
い
え
、
さ
す
が
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に
ダ
ラ
ス
の
電
力
を
賄
う
だ
け
の
発
電
量
は
な
い
。
た
だ
、

周
辺
の
小
さ
な
町
は
、
い
ざ
基
幹
電
力
が
喪
失
し
て
も
、

そ
れ
で
発
電
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
」

「
そ
れ
で
、
テ
キ
サ
ス
全
土
が
停
電
し
て
い
る
わ
け

ね
？
」
と
Ｍ
・
Ａ
は
聞
い
た
。

「
き
っ
か
け
は
、
原
発
の
停
止
、
制
御
棒
が
下
り
た
こ
と
。

そ
の
理
由
は
ま
だ
不
明
。
た
だ
、
知
っ
て
の
通
り
、
原
発

と
い
う
の
は
余
熱
も
莫
大
だ
。
火
力
発
電
と
違
っ
て
、
制

御
棒
が
下
り
る
イ
コ
ー
ル
、
停
電
で
は
な
い
。
タ
ー
ビ
ン

は
、
し
ば
ら
く
は
余
熱
で
回
り
続
け
る
。
何
日
も
ね
。
た

だ
今
回
は
、
そ
も
そ
も
避
難
民
が
殺
到
し
て
酷
暑
の
電
力

需
要
が
綱
渡
り
だ
っ
た
所
に
、
制
御
棒
が
下
り
た
こ
と
で
、

一
気
に
安
定
性
を
失
い
、
輻ふ

く

輳そ
う

現
象
が
発
生
し
て
、
停
電

へ
と
至
っ
た
。
そ
れ
を
数
時
間
経
た
今
も
復
旧
で
き
て
い

な
い
と
い
う
わ
け
だ
ね
」

　

博
士
は
、
モ
ニ
タ
ー
に
状
況
を
出
し
な
が
ら
解
説
し
た
。

「
な
ぜ
？ 

テ
キ
サ
ス
州
全
体
で
の
発
電
能
力
は
、
今
も

供
給
が
需
要
を
上
回
っ
て
い
る
わ
け
よ
ね
？
」

「
そ
う
思
う
。
と
り
わ
け
風
力
発
電
は
、
夜
も
関
係
無
く

発
電
す
る
か
ら
ね
。
そ
れ
な
り
の
技
術
家
集
団
も
ダ
ラ
ス

に
は
い
て
、
技
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
と
は
思
え
な

か
っ
た
。
し
ば
ら
く
は
…
…
。
問
題
は
、
何
箇
所
か
輻
輳

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
場
所
で
、
何
と
い
う
か
、
フ
ラ
イ

ホ
イ
ー
ル
を
上
手
く
回
せ
な
い
ん
だ
。
そ
こ
を
い
く
つ
か
、

蹴
飛
ば
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
」

「
車
を
後
ろ
か
ら
押
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
さ
せ
る

の
？
」

「
そ
れ
に
近
い
。
そ
こ
に
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
派
遣
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
向
か
う
の
が
一
番
手
っ
取

り
早
い
と
い
う
こ
と
だ
。
テ
キ
サ
ス
の
電
気
だ
け
は
何
と

か
守
ら
な
い
と
」

「
同
感
よ
。
ア
ビ
リ
ー
ン
近
郊
の
ダ
イ
エ
ス
空
軍
基
地
に

降
り
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
燃
料
補
給
も
で
き
る
し
、
貴
方

は
、
あ
ち
こ
ち
に
要
員
を
派
遣
で
き
る
わ
け
で
し
ょ
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う
？
」

「
そ
う
。
ダ
ラ
ス
か
ら
駆
け
つ
け
る
電
力
会
社
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
連
中
と
協
議
も
で
き
る
。
ダ
イ
エ
ス
が
一
番
無
難
だ

ろ
う
ね
。
ア
ビ
リ
ー
ン
の
す
ぐ
西
に
、
ス
ウ
ィ
ー
ト
ウ
ォ

ー
タ
ー
と
い
う
小
さ
な
町
が
あ
る
が
、
こ
こ
な
ん
て
風
力

発
電
で
電
気
が
来
て
な
き
ゃ
お
か
し
い
ん
だ
。
な
の
に
点

い
た
り
消
え
た
り
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
今
夜
は
と
も
か

く
と
し
て
、
明
日
日
中
ま
で
に
ダ
ラ
ス
で
電
気
が
復
旧
し

な
い
と
な
る
と
、
熱
中
症
で
大
勢
の
老
人
や
子
ど
も
が
死

ぬ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
ぶ
ん
万
の
単
位
で
ね
。
も
ち

ろ
ん
暴
動
も
起
こ
る
。
燻

く
す
ぶ

っ
て
い
る
所
に
、
誰
か
が
ガ

ソ
リ
ン
を
ぶ
ち
ま
け
て
」

「
貴
方
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
下
さ
い
。
私
は
、
こ
の
機

体
を
安
全
に
運
用
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

　

Ｍ
・
Ａ
は
、
こ
の
機
上
で
す
で
に
一
週
間
以
上
を
過
ご

し
て
い
た
。
た
ぶ
ん
、
大
混
乱
が
始
ま
っ
て
以
来
だ
か
ら
、

十
日
く
ら
い
経
つ
か
も
知
れ
な
い
。
時
々
、
地
上
に
降
り

る
に
せ
よ
、
車
椅
子
が
必
要
な
彼
女
は
、
機
体
か
ら
出
る

こ
と
は
ま
ず
無
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
多
忙
だ
っ
た
。
技
術
主
任
が
出
て
行
く
と
、

副
官
の
レ
ベ
ッ
カ
・
カ
ー
ソ
ン
海
軍
少
佐
と
、
こ
の
機
体

を
指
揮
す
る
空
軍
の
テ
リ
ー
・
バ
ス
ケ
ス
中
佐
が
現
れ
た
。

　

バ
ス
ケ
ス
中
佐
は
、
右
手
に
見
慣
れ
な
い
ブ
リ
ー
フ
ケ

ー
ス
を
持
っ
て
い
た
。
無
地
で
黒
い
感
じ
の
ブ
リ
ー
フ
ケ

ー
ス
だ
っ
た
が
、
Ｍ
・
Ａ
は
一
度
も
見
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。

「
ま
ず
、
エ
ア
・
フ
ォ
ー
ス
・
ツ
ー
撃
墜
の
ニ
ュ
ー
ス
で

す
。
敵
は
、
餌
に
食
い
つ
き
ま
し
た
。
リ
ン
ク
16
に
デ
ー

タ
を
載
せ
た
途
端
に
現
れ
た
。
ほ
ん
の
二
時
間
後
で
す
。

わ
れ
わ
れ
を
攻
撃
し
た
敵
と
は
別
の
何
者
か
と
考
え
て
良

い
。
そ
れ
が
東
海
岸
に
も
潜
ん
で
い
る
」

「
あ
の
旅
客
機
は
、
ま
ち
が
い
な
く
無
人
だ
っ
た
の

ね
？
」

「
は
い
。
あ
れ
は
退
役
予
定
で
、
軍
が
中
型
機
を
無
人
機
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運
用
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
と
し
て
改
造
し
た
機
体

で
し
た
。
全
て
は
地
上
基
地
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
操
縦
で
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
一
人
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
副
大
統

領
が
乗
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
大
統
領
宣
誓
式
を
行
う
と
い

う
偽
情
報
は
、
そ
れ
な
り
に
ば
ら
ま
き
ま
し
た
。
敵
は
そ

れ
に
食
い
つ
い
た
。
護
衛
に
付
い
て
い
た
、
英
国
空
軍
も

知
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
あ
の
機
体
の
中
で
、
大
統
領
就
任

宣
誓
式
が
行
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
」

「
で
、
今
、
わ
が
国
の
大
統
領
は
誰
で
、
誰
が
核
の
ボ
タ

ン
を
握
っ
て
い
る
の
か
し
ら
？
」

「
大
統
領
が
誰
か
は
存
じ
ま
せ
ん
。
副
大
統
領
が
ど
こ
か

の
秘
密
軍
事
基
地
で
宣
誓
し
て
い
る
こ
と
を
祈
り
た
い
で

す
が
。
し
か
し
、
核
の
ボ
タ
ン
な
ら
こ
こ
に
あ
り
ま
す

―
」

　

バ
ス
ケ
ス
中
佐
は
Ｍ
・
Ａ
の
眼
の
前
に
、
そ
の
ブ
リ
ー

フ
ケ
ー
ス
を
置
い
て
開
い
た
。
似
た
よ
う
な
も
の
を
、Ｍ・

Ａ
は
写
真
で
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

Ｍ
・
Ａ
は
、
思
わ
ず
「
止よ

し
て
よ
…
…
」
と
呻う

め

い
た
。

「
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
、〝
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〞
に
対
す
る

〝
フ
ッ
ト
サ
ル
〞
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
機
能
は
、
大フ

ツ

ト

統
領
核

発ボ

ー

ル

射
装
置
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
貴
方
の
声
紋
、
虹
彩
、
指

紋
情
報
を
登
録
し
て
ス
タ
ン
バ
イ
状
態
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
」

「
ど
う
い
う
こ
と
よ
？ 

な
ぜ
こ
ん
な
も
の
が
こ
こ
に
あ

る
の
よ
？
」

　

Ｍ
・
Ａ
は
、
さ
し
て
驚
き
の
無
い
表
情
で
聞
い
た
。

「
話
せ
ば
長
い
の
で
す
が
、
二
〇
二
一
年
の
議
事
堂
襲
撃

事
件
の
後
、
軍
は
、
そ
の
資
質
を
欠
く
人
物
に
よ
る
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
の
支
配
と
い
う
事
態
を
憂
慮
し
始
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ギ
ロ
チ
ン
条
項
を
軍
内
部
に
規
定
し
た
。
軍
の

高
官
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
高
官
ら
、
つ
ま
り
魔ソ

ー
サ
ラ
ー

術
師
の
コ

ー
ド
ネ
ー
ム
を
持
つ
、
七
名
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
高
官
で
す

が
、
彼
ら
が
、
大
統
領
を
不
適
格
だ
と
判
断
し
た
ら
、
そ

の
発
射
キ
ー
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
規
定
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を
設
け
た
。
た
だ
し
、
誰
か
が
発
射
キ
ー
を
持
つ
必
要
は

あ
る
。
軍
の
高
官
は
、
あ
ま
り
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
近

い
と
言
う
こ
と
で
、
そ
の
役
割
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
ソ

ー
サ
ラ
ー
に
委
ね
ら
れ
た
。
ソ
ー
サ
ラ
ー
・
ブ
ル
ー
が
乗

っ
た
Ｄ
Ｃ
‐
９
が
中
国
軍
に
よ
っ
て
撃
墜
さ
れ
た
の
は
、

そ
の
た
め
で
す
。
ト
ッ
プ
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
を
中
国
は
知

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
国
家
安
全
保
障
上
、
そ
の
機
能

を
有
す
る
無
線
装
置
の
近
く
に
い
る
ソ
ー
サ
ラ
ー
は
、
今

や
貴
方
一
人
と
な
っ
た
。
貴
方
が
、
こ
ん
な
豪
華
な
飛
行

機
に
乗
っ
て
い
る
の
も
、
実
は
、
核
の
ボ
タ
ン
を
持
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
全
米
の
電
気
を
復
旧
さ
せ
る
た
め
で
は

な
い
」

「
そ
れ
、
合
衆
国
憲
法
の
ど
こ
か
の
修
正
条
項
に
書
い
て

あ
る
の
か
し
ら
？
」

「
い
え
。
こ
の
作
戦
は
、〝
ポ
ト
マ
ッ
ク
・
ル
ー
ル
〞
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
知
っ
て
い
る
者
は
、
合
衆
国
の
現

役
軍
人
で
も
二
〇
人
と
は
い
な
い
は
ず
で
す
。
自
分
も
や

っ
と
そ
の
重
荷
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
」

「
私
ひ
と
り
の
判
断
で
、
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
る
の
？
」

「
は
い
。
建
前
上
は
、
ソ
ー
サ
ラ
ー
二
名
に
よ
っ
て
押
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
状
況
は
望
め
な
い

の
で
、
一
人
で
も
押
せ
ま
す
」

「
た
と
え
ば
、
何
者
か
が
私
の
額
に
銃
口
を
押
し
当
て
て
、

押
せ
！ 

と
強
要
し
て
も
可
能
な
の
ね
？
」

「
可
能
で
す
。
本
機
に
搭
乗
し
て
い
る
海
兵
隊
員
に
は
、

貴
方
を
守
る
よ
う
命
じ
て
あ
り
ま
す
が
、
貴
方
が
ど
ん
な

権
限
を
持
っ
て
い
る
か
は
知
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
報
せ

な
い
方
が
良
い
で
す
ね
」

「
私
や
レ
ベ
ッ
カ
が
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
が
死
ん
だ
こ

と
を
知
っ
て
、
復
讐
心
に
燃
え
て
ボ
タ
ン
を
押
す
と
し
た

ら
？
」

「
そ
う
な
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
ま
す
」

「
で
は
今
現
在
、
ど
こ
か
に
い
る
だ
ろ
う
、
辞
職
は
表
明

し
た
け
れ
ど
、
ま
だ
職
に
留
ま
っ
て
い
る
大
統
領
は
、
こ
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の
ボ
タ
ン
を
押
せ
る
の
？ 

押
せ
な
い
の
？
」

「
向
こ
う
の
シ
ス
テ
ム
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
時
点
で
、

こ
ち
ら
に
ア
ラ
ー
ム
が
点と

も

り
ま
す
。
そ
れ
を
許
可
す
る
か

否
か
の
権
限
は
貴
方
が
持
っ
て
い
ま
す
。
厳
密
に
言
う
な

ら
ば
、
大
統
領
は
も
う
、
そ
れ
を
〝
押
せ
な
い
〞
と
言
う

べ
き
で
し
ょ
う
ね
」

　

Ｍ
・
Ａ
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
小
さ
な
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て

顔
認
証
、
光
彩
、
指
紋
、
声
を
登
録
し
た
。

「
こ
れ
、
本
物
と
比
較
す
る
と
随
分
小
型
よ
ね
？ 

本
物

は
四
〇
ポ
ン
ド
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
？
」

「
は
い
。
シ
ス
テ
ム
の
再
設
計
と
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
高
性

能
化
に
よ
っ
て
小
型
化
を
達
成
し
た
の
と
、
あ
ち
ら
は
、

専
用
の
軍
事
衛
星
を
使
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
い
ざ
と
な

れ
ば
、
低
軌
道
な
ス
タ
ー
リ
ン
ク
も
使
え
ま
す
。
軍
事
衛

星
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
破
壊
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、

何
千
基
と
上
が
っ
て
い
る
あ
の
手
の
衛
星
コ
ン
ス
テ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
全
て
破
壊
や
妨
害
す
る
の
は
不
可
能
な
の
で
」

　

バ
ス
ケ
ス
中
佐
は
、
そ
の
ブ
リ
ー
フ
ケ
ー
ス
を
ス
タ
ン

バ
イ
・
モ
ー
ド
に
す
る
と
、
Ｍ
・
Ａ
の
車
椅
子
の
背
後
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
仕
舞
っ
た
。

「
ト
イ
レ
の
中
ま
で
付
い
て
こ
な
い
で
よ
ね
」

「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
そ
れ
は
カ
ー
ソ
ン
少
佐
に
お
願
い
し

ま
す
」

「
ひ
と
ま
ず
こ
の
件
は
お
終
い
。
そ
れ
で
…
…
、
大
統
領

は
誰
な
の
よ
？ 

副
大
統
領
が
無
事
で
、
ど
こ
か
に
隠
れ

て
い
て
宣
誓
し
た
と
し
た
ら
、
ま
ず
全
軍
に
告
知
さ
れ
る

わ
よ
ね
？ 

国
民
が
知
る
前
に
―
」

「〝
ポ
ト
マ
ッ
ク
・
ル
ー
ル
〞
で
想
定
さ
れ
た
い
く
つ
か

の
シ
ナ
リ
オ
に
従
う
な
ら
、
副
大
統
領
は
、
大
統
領
就
任

を
固
辞
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
を
隠

す
理
由
が
な
い
か
ら
。
情
報
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
彼

女
が
固
辞
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
彼
女
、
癌
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
わ
よ
ね
？
」

「
治
療
可
能
な
腫
瘍
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
断
る
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理
由
に
は
出
来
る
で
し
ょ
う
。
次
は
下
院
議
長
で
す
が
、

彼
は
移
民
だ
か
ら
そ
の
資
格
を
持
た
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
上
院
も
下
院
も
共
和
党
議
長
だ
か
ら
、
す
ん
な
り
上

院
議
長
に
来
る
で
し
ょ
う
が
。
た
だ
、
今
の
上
院
議
長
は
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
宥
和
的
過
ぎ
る
と
、
共
和
党
で
も
評

判
が
悪
い
」

「
大
統
領
選
挙
で
揉
め
た
裁
判
相
手
の
相
手
候
補
が
、
晴

れ
て
大
統
領
に
当
選
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
よ
ね
？
」

「
ネ
ッ
ト
で
読
ん
だ
程
度
で
す
が
、
そ
れ
は
ま
ず
連
邦
最

高
裁
で
、
共
和
党
候
補
の
勝
利
宣
言
が
為
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
意
見
が
大
勢
で
、
最
低
で
も
半
年
程
度

の
時
間
は
必
要
で
す
。
民
主
党
が
選
挙
で
負
け
た
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
体
裁
を
取
る
た
め
に
も
、
そ
れ
は
無
い
の

で
は
…
…
」

「
い
っ
そ
そ
う
な
れ
ば
、
こ
の
騒
乱
、
共
和
党
の
圧
勝
と

言
う
こ
と
で
収
ま
る
の
で
は
な
い
の
？ 

民
主
党
支
持
者

は
ひ
と
ま
ず
矛
を
収
め
て
家
路
に
就
く
」

「
そ
れ
だ
っ
て
、
誰
か
の
陰
謀
だ
！ 

と
い
う
こ
と
に
さ

れ
ま
す
よ
。
事
実
と
し
て
国
民
に
浸
透
さ
せ
る
に
は
、
電

気
と
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
不
可
欠
で
す
」

「
た
だ
こ
れ
、
仮
に
現
副
大
統
領
に
そ
の
気
が
無
か
っ
た

と
し
て
も
、
副
大
統
領
専
用
機
と
共
に
空
に
散
っ
た
は
ず

の
副
大
統
領
が
、
実
は
生
き
て
い
た
と
な
る
と
、
あ
と
あ

と
揉
め
事
の
種
に
な
る
わ
よ
ね
。
彼
女
が
意
見
を
ひ
っ
く

り
返
し
て
、
自
分
が
正
式
な
大
統
領
で
あ
っ
て
、
辞
退
し

た
覚
え
は
な
い
！ 

と
で
も
言
い
出
し
た
ら
…
…
」

「
民
主
党
の
希
望
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
、

〝
ラ
プ
ラ
ス
の
悪
魔
〞
が
実
在
す
る
と
し
た
ら
、
副
大
統

領
機
を
囮お

と
りに
す
る
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ

と
は
、〝
ミ
ダ
ス
〞
が
や
る
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て
く
れ

れ
ば
。
あ
る
い
は
タ
イ
ガ
ー
・
キ
ム
が
」

「
こ
の
二
四
時
間
、
私
た
ち
は
前
進
し
た
の
か
し
ら
？
」

「
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
ア
ダ
ッ
ク
島
を
守
り
切
り
ま

し
た
。
今
は
韓
国
軍
正
規
軍
部
隊
も
到
着
し
、
あ
そ
こ
を
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